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（見出し） 
強い冬型の気圧配置となっているため、７日にかけて、北日本から西日本で 
は日本海側を中心に大雪となるところがあるでしょう。大雪に警戒し、なだ 
れや着雪に注意してください。 
 
（本文） 
［気圧配置の現況と予想］  日本付近は強い冬型の気圧配置となっており、上空約５５００
メートルに は、北日本と東日本で氷点下３６度以下、西日本で氷点下３０度以下の寒気 が
流れ込んでいます。日本付近の強い冬型の気圧配置は７日は西から次第に 緩む見込みで
す。 ［防災事項］ ＜大雪＞  北日本から西日本にかけて、日本海側を中心に広い範囲で雪
となっており 、北陸地方を中心に強く降っています。  西日本日本海側は７日朝にかけて、
北陸地方と北日本日本海側は７日昼前 にかけて大雪となるところがある見込みで、特に北
陸地方を中心に降雪量が 多くなるでしょう。  
 ７日６時までに予想される降雪量は、いずれも多いところで、  
   北陸地方         ８０センチ  
   北日本日本海側      ６０センチ 
    西日本日本海側  ３０から５０センチ の見込みです。  
 また、６日は東海地方や西日本の太平洋側でも雪の降る所があり、７日６ 時までに、山地
を中心に多いところで、１０から１５センチの降雪量が予想 されます。  大雪による交通障害
に警戒し、なだれや着雪に注意してください。 
























